





















































奄美大島 喜界島 徳之島 沖永良部島 与論島
牛 2067 1099 4246 1634* 540*
内訳 （牡551　牝1516） （牡413　牝686）（牡2038　牝2208） － －
馬 5338 952 395 170 90








人口 48472 13912 27350 14728 5683
世帯数 10360 不明** 5273 2662 974
牛馬１頭あたり
人口*** 6.54 6.78 5.89 8.16 9.02
１世帯あたり
牛馬数**** 0.71 － 0.88 0.67 0.65
































































































奄美大島 名瀬村 530 540 179 361 1.019	 2.017	
大和村 153 153 61 92 1.000	 1.508	
焼内村 293 293 80 213 1.000	 2.663	
鎮西村 59 83 33 50 1.407	 1.515	
東方村 198 224 122 102 1.131	 0.836	 〇
住用村 201 201 90 111 1.000	 1.233	
龍郷村 333 333 135 198 1.000	 1.467	
笠利村 533 569 111 458 1.068	 4.126	
喜界島 喜界村 350 606 34 572 1.731	 16.824	
徳之島 亀津村 1200 1256 109 1147 1.047	 10.523	
天城村 2447 2447 800 1647 1.000	 2.059	
島尻村 1631 1624 897 727 0.996	 0.810	 〇
沖永良部島 和泊村 1360 1646 429 1217 1.210	 2.837	
知名村 1607 2410 233 2177 1.500	 9.343	
与論島 与論村 1092 1204 365 839 1.103	 2.299	












奄美大島 名瀬村 554 569 305 264 1.027	 0.866	 〇
大和村 40 40 21 19 1.000	 0.905	 〇
焼内村 363 363 113 250 1.000	 2.212	
鎮西村 837 982 487 495 1.173	 1.016	
東方村 384 439 288 151 1.143	 0.524	 〇
住用村 49 49 18 31 1.000	 1.722	
龍郷村 394 394 300 94 1.000	 0.313	 〇
笠利村 292 357 251 106 1.223	 0.422	 〇
喜界島 喜界村 2430 3123 1913 1210 1.285	 0.633	 〇
徳之島 亀津村 49 55 27 28 1.122	 1.037	
天城村 316 317 188 129 1.003	 0.686	 〇
島尻村 574 444 286 158 0.774	 0.552	 〇
沖永良部島 和泊村 295 301 138 163 1.020	 1.181	
知名村 274 309 97 212 1.128	 2.186	
与論島 与論村 25 43 14 29 1.720	 2.071	
































































































































































































































































西暦 和暦 日付 議事内容
1896 明治29 5.25 阿伝上原・高里上原の牛馬の見締を依頼し、賃料は製糖400斤とした





1899 明治32 2.27 大朝戸集落の者が牛馬を繋いで、阿伝集落の作物に損害を与えたため、示談
がなされた
7.19 死牛馬の扱いについて（資料１に該当）
1902 明治35 9.7 集落飛地が荒らされる件が多いため、新たに野番を置く






1907 明治40 8.4 牛馬糞を薪炭用とする者は罰金




















1923 大正12 6.27 道路に牛馬を繋いではならない。殊に牝馬は厳禁。繋いでいた場合は綱を切っ
て処分する
1928 昭和3 1.3 子馬税は従来通り1匹40銭とする
1929 昭和4 1.3 子馬税は従来通り1匹40銭とする











































































































































































種類 頭数 単価* 価格 備考
牛（牡） 1 150 150 　闘牛用　自家飼養
牛（牝） 1 130 130 　使役　　自家飼養
牛（牝） 1 130 130 　使役　　他家契約飼育
馬（牝） 1 80 80 　使役　　他家契約飼育
豚 6 10 60 　ヨークシャイヤ、バークシャイヤ交雑種　牡４（中３頭去勢）、牝２
山羊 2 5 10 　牝牡各Ⅰ頭（在来種）
鶏 12 1 12 　レグホーン６羽、在来６羽　牝８、牡４、此の外ヒナ10羽
計 572
*価格は全て円
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４．分析
　本論では奄美の牛馬飼養の民俗に関して、まずはそれ自体が農耕、精糖、および肥料生
産という使用価値を有していたことを確認した。そしてその次に、明治時代以降の状況と
して、そうした農耕などへの利用と並行した交換財としての牛馬の利用が拡大していたこ
とについても確認した。
　冒頭で提起した本論の問いは、そもそも近代奄美における牛馬の数を問題視するもので
あった。すなわち奄美において飼養されている牛馬の数は顕著に多い上、かつその畜力が
必要とされる時期が限られていることを踏まえると、不合理に過剰であるように見えたの
である。だとすれば、それでも奄美の人々が牛馬を必要だと考え、資料１に見たように、
相互扶助をしてでも牛馬を飼養するべきとしたのはなぜなのだろうか。
　この問いに答えるにあたっては、まず農耕における牛馬の使用価値のみから考えるべき
ではないことは既に明らかであろう。資料３にみたように牛馬の畜力は、精糖の時期を除
き、実際には「一年中を遊ばせておく」状態に近いものであった。そうした中で牛馬が供
給する厩肥は重要であったと考えられ、飼養の目的の一つはそこにあったと見てよい。し
かしながら、それ以上に重要であったのは、やはり牛馬の持つ交換価値であったと思われ
る。牛馬の商取引は、明治初期にはまず鹿児島との骨や皮のやり取りから始まり、そこか
ら急速に島嶼間での売買が拡大していく。徳之島を中心に明治末から大正期には、専門の
ばくろうが現われるようになり、それは同時に「売る」ことを前提とした牛馬の飼養とい
う行動へと人々を動かしていったのである。
　ところで沖永良部島には次のような俚諺があるという。
【資料10　玉江末駒・安藤佳翠（編）1968（1960）「沖永良部俚諺集」，p.389】
女
ズ
郎
リ
呼
ユ
びやの焼物買うや
　島から沖縄へ仔牛などを売りに行く若者共が懐に金が入ると那覇の辻の女郎屋に入
り浸って散財をなし、帰りの土産には安物のカメやツボなどの焼物を持ってくるのが
お定りで、これから出たもの。
　特に説明は不要であろうが、かつては沖永良部島から那覇へと牛を売りに行き、散財し
て帰ってくる者がいたのだろう。俚諺そのものには牛のことも那覇のことも触れられてい
ないが、このことわざを聞いて意味するところが分かるくらいには、沖永良部の人々は牛
を売りに行くことや、それが一財産になることを理解していたのである。
　沖永良部島の瀬
せ
利
り
覚
かく
集落には次の昔話が伝えられている。少々長いが、本論で見てきた
奄美の民俗の背景にある心意を捉えるうえで参考になるため紹介したい。
【資料11　宗岡里吉	1983『知名町瀬利覚に伝わる昔ばなし』，pp.139-140】
縞模様牛は福の神
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　我が瀬利覚部落では、アヤワタ牛の生まれた夢を見るとか、またはアヤワタ牛の子
が生まれた家は幸運に恵まれて、大繁盛するとの昔からの言い伝えがありました。
　メージュマ（高田家）の家ではアヤワタ牛を永年飼っていましたが、それについて
次のような実話があります。
　イマタ（吉松家）の家から買った牝牛は体格もよく、おとなしい立派な牛でしたの
で高田家のお父さんと、お母さんは、この牛に望みをかけて、大事に大事に育ててき
ました。
　種子付けもすんで、一日一日とお腹も大きくなりました。「立派な子牛を生んでく
れればいいがなー」「牝の子牛を生んでくれれば良いがなー」「神さまのお恵みで、ア
ヤワタ牛が生まれたら最高だがなー」等と、朝夕の食事時には、庭の向こうの牛小屋
を眺めながら、二人はこのように語りあっていました。
　十月十日の日も満ちて、いよいよ今日は出産の日です。母は牛に元気をつけようと、
麦に大豆を炊き込んだおかゆを食べさせました。父は産室の掃除をして敷わらをしい
たり、牛の鼻綱をゆるめたりして牛の様子を見守り、お産の時間を今か今かと待って
おりました。
　いよいよお産です。生まれました。生まれました。生まれた子牛はアヤワタ牛です。
願ったり、かなったりです。二人の喜びはこの上もない喜びです。互いに肩を寄せ合っ
たり、たたいたりして喜びました。
　このアヤワタ牛は天からの恵みだ、神様の恵みだと、二人は元気百倍、一生懸命に
農業に励みました。
　一方、我が子のように育てたこのアヤワタ牛も一日一日と大きくなり成長しました。
そして立派な子牛を次から次へと生みました。
　アヤワタ牛の子は縁起がよいとのことで、買い手も非常に多く、高値で売れました。
　農作物の収入も増えて、また、牛の子の売上金も相当に溜り、高田家はいよいよ繁
盛し、待望の高倉までも建てるようになったと言うことであります。
　これは沖永良部島瀬利覚にある高田家という、比較的近年の実在の人物に関する実話と
して語られたもので、いわゆる世間話に分類される話である。瀬利覚集落の名望家であっ
た高田家が栄えるに至った所以を、アヤワタ牛（縞模様牛）の誕生から説いたものである
が、たとえば「善行の見返り」や「神のお告げ」のような所以が特に示されることはなく、
その幸運は偶然のものでしかない。物語としては素朴に過ぎると言ってよいだろう。
　しかしながら、本論が見てきたような近代奄美における牛馬飼養の位置づけを踏まえた
時、この話にはその素朴な見た目に反して、現地の人々にとっての富や成功の観念が反映
されていることが浮かび上がってくる。奄美の人々にとって牛馬は、確かに農耕生活の上
で高い利用価値を有してはいたが、同時にそれは重要な交換財でもあった。すなわち牛馬
は現金などに交換が可能であり、かつ努力によってそれを増やすことも可能な財物であっ
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たのである。牛馬を育てることは、奄美の人々にとって言わば投資としての意味を持つ行
為でもあった。しばしば指摘されるように、奄美経済はサトウキビのモノカルチャー経済
に囚われており、その限りでは自身の才覚や努力によって財産を築き、成功していく筋道
は断たれていたといえる。そうした中で、牛馬飼養は自身の努力によって財を増やす数少
ない手段でありえた。だからこそ奄美の人々は、早朝からテルを背負って草を刈り、厩舎
へと運ぶという重労働を厭わなかったのである。翻ってそのような牛馬を失ってしまうこ
とは、単に交換財を失うというだけではなく、自分の労働力を投下していく対象を失うこ
とでもあった。牛馬は農耕における実際上の必要とともに、それにも増して、そのような
財物として奄美の人々に飼養されていたのである。
　こうした心意の反映の一つが、現在でも盛んにおこなわれている徳之島の闘牛であろう。
闘牛の結果とは単に試合の場だけで決まるものではなく、それまでに時間をかけて育て上
げた牛の力量が試される場である。これに多くの徳之島の人々が熱狂していることは周知
のとおりであるが、その情熱の背景には、奄美において牛馬がそのように、自身の心血を
注ぎうる特別な財物であったという事実が横たわっているのではないか。
付記
　本論文は科研費「奄美群島における村落自治文書の基礎的研究」（若手研究，課題番号
18K12610，研究代表者＝及川高）の成果の一部である。
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